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(57)【要約】
【課題】意図しない画像処理、制御などが行われること
なく、内視鏡システムにおいて光源切替に応じた機器の
セッティングを適切に行う。
【解決手段】ビデオスコープ１０と光源部４０を組み込
んだプロセッサ３０とを備えた内視鏡装置１００と、光
源装置９０、１１０と、外部ＰＣとが互いに通信可能に
接続された内視鏡システムにおいて、光源切替および画
質調整操作が行われると、ビデオスコープ１０、プロセ
ッサ３０は、使用光源に応じたパラメータ・機能設定処
理とともにその光源を点灯した状態でホワイトバランス
調整処理などの画質調整処理を実行する。
【選択図】図６



(2) JP 2017-202030 A 2017.11.16

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の光源をビデオスコープの光コネクタ部と接続可能な内視鏡システムであって、
　前記ビデオスコープと前記ビデオスコープの接続されるプロセッサとが、前記複数の光
源を備えた光源部との間で、光源切替に関連する情報を相互通信可能であり、
　前記プロセッサおよび前記ビデオスコープの少なくとも一方が、光源切替に応じて、前
記ビデオスコープによる撮像によって得られる画像信号に基づき、画質調整処理を実行す
ることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記光源部が、複数の光源の中で前記光コネクタ部に放射する光源を切り替え可能であ
り、
　前記プロセッサおよび前記ビデオスコープの少なくとも一方が、前記複数の光源を順に
切り替えながら画像調整処理を行うことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記光源部が、前記複数の光源に対する画質調整処理が完了すると、最初に画質調整処
理した光源に切り替えることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記プロセッサおよび前記ビデオスコープの少なくとも一方が、オペレータ操作に応じ
て、所定の光源に対する画質調整処理を実行することを特徴とする請求項１乃至３のいず
れかに記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　画質調整処理が完了すると完了を報知する一方、画質調整が完了できなかった場合に未
完了を報知する報知部をさらに備えることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載
の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記プロセッサおよび前記ビデオスコープの少なくとも一方が、ホワイトバランス、カ
ラーバランス、明るさレベル調整のうち少なくともいずれか１つを調整することを特徴と
する請求項１乃至５のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記プロセッサおよび前記ビデオスコープの少なくとも一方が、光源切替に応じて、使
用光源に適した機能設定を行うことを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の内視
鏡システム。
【請求項８】
　前記複数の光源が、ストロボ、キセノンランプ、ＬＥＤのうち少なくとも２つを含むこ
とを特徴とする請求項１乃至７のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記プロセッサと前記複数の光源装置との間で相互通信可能に接続される外部コンピュ
ータをさらに備え、
　前記ビデオスコープ、前記プロセッサ、前記複数の光源装置、および前記外部コンピュ
ータのいずれかにおいて、光源切替に関する操作が行われることを特徴とする請求項１乃
至８のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項１０】
　前記光源部が、光源切替に応じて、画質調整処理に関連した照明光量調整を実行するこ
とを特徴とする請求項１乃至９のいずれかに記載の内視鏡システム。
【請求項１１】
　複数の光源をビデオスコープの光コネクタ部と接続可能な内視鏡システムであって、
　前記ビデオスコープおよび前記ビデオスコープの接続されるプロセッサとが、前記複数
の光源を備えた光源部との間で、光源切替に関連する情報を相互通信可能であり、
　前記プロセッサおよび前記ビデオスコープの少なくとも一方が、光源切替に応じて、使
用光源に適した機能設定を行うことを特徴とする内視鏡システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スコープ（内視鏡）を使って体内器官などの被写体を撮像し、処置等を行う
内視鏡システムに関し、特に、複数の光源を選択的に使用する内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡装置は、先端部に撮像素子を備えたビデオスコープと、撮像素子から出力さ
れる画素信号に対して信号処理を施すビデオプロセッサ（以下、プロセッサ）を備え、プ
ロセッサ内に光源を装備した一体型プロセッサでは、ビデオスコープのコネクタ部をプロ
セッサと接続させることにより、プロセッサ内の光源から放射された照明光をライトガイ
ドへ導くとともに、スコープ先端部に設けられた撮像素子から出力される画素信号をプロ
セッサへ送信する。
【０００３】
　一方、ビデオスコープ内の信号ケーブルとライトガイドとを分岐させ、電気コネクタ部
と光コネクタ部とを別々に設けることで、内視鏡作業に応じて光源装置を使い分けること
が可能となる。例えば、通常観察の時には、キセノンランプなど白色光を放射するプロセ
ッサ内の光源を使用する一方、咽喉観察においてストロボ発光する場合、ストロボ光源装
置とビデオスコープの光コネクタ部とを接続させる。ストロボ以外の光源についても同様
である。
【０００４】
　光源を切り替えた場合、切替前の光源に従って定められたホワイトバランスのゲイン値
、プロセッサの機能設定値などが光源切替後もそのまま使用されると、被写体像のカラー
バランスなどが適切にならない。そこで、各光源のホワイトバランスデータをあらかじめ
メモリに記憶させ、フォトインタラプタによって光コネクタ部（ライトガイド）が接続さ
れているのがプロセッサ内部光源か外部光源であるかを検知するとともに、接続された光
源に適したホワイトバランスのゲイン値を設定する。また、内部光源、外部光源の切り替
えに応じて、その光源専用の機能ＯＮ／ＯＦＦを切り替える（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－１８３２４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　内視鏡作業のバリエーションを考慮すると、様々な種類の光源装置をプロセッサに接続
して選択的に使い分ける必要性がある。さらに、複数の内視鏡装置を管理側のコンピュー
タと接続させた医療システムを構築する場合、管理側で内視鏡作業（使用する光源）を制
御する状況も考えられる。
【０００７】
　しかしながら、光コネクタ部の接続状態で光源切替を検知しても、ビデオスコープ、プ
ロセッサ、光源装置さらには外部ＰＣとの間で光源の切替情報は共有されない。そのため
、光源切替時に各機器が仕様光源に適さない内部状態に陥る恐れがあり、オペレータが機
器ごとの設定操作を必要に応じて行わなければならない状況が生じる。
【０００８】
　また、ホワイトバランスなど画質に関するパラメータ値は、プロセッサに接続されるビ
デオスコープの特性（撮像素子、ライトガイドの特性）によっても相違するものであるか
ら、個別プロセッサのメモリに光源ごとのパラメータ値を記憶させて光源切替に対処する
には、様々な光源装置、ビデオスコープ、プロセッサの組合せを考慮してメモリにデータ
を記憶させなければならず、必然的に使用できる光源装置が制限される。
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【０００９】
　したがって、複数の光源を使用可能な内視鏡システムにおいて、特別な作業をすること
なく、使用光源に応じた各機器の設定を適切に行うことが求められる。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の内視鏡装置は、複数の光源をビデオスコープの光コネクタ部と接続可能な内視
鏡システムであって、ビデオスコープおよびビデオスコープの接続されるプロセッサとが
、複数の光源を備えた光源部との間で、光源切替に関連する情報を相互通信可能となる。
光源部は、それぞれ光源を備えていて独立した複数の光源ユニット（光源装置）によって
構成することが可能である。あるいは、複数の光源を備えた単体の光源ユニット、あるい
はそれらの組合せとして構成することも可能である。複数の光源としては、例えば、スト
ロボ、キセノンランプ、ＬＥＤのうち少なくとも２つが含まれる。
【００１１】
　本発明では、プロセッサおよびビデオスコープの少なくとも一方が、光源切替に応じて
、ビデオスコープによる撮像によって得られる画像信号に基づき、画質調整処理を実行す
る。ここで、画質調整処理は、表示される画像の色合い、明るさなどに関する画質調整処
理であって、光源の相違によってリアルタイムで行うことが必要とされる画像処理を表す
。つまり、光源切替によって生成される撮影画像を用いた画像処理を表し、メモリにあら
かじめ記憶されたパラメータなどの変更は含まれない。例えば、プロセッサおよびビデオ
スコープの少なくとも一方が、ホワイトバランス、カラーバランス、明るさレベル調整の
うち少なくともいずれか１つを、その光源切替によって得られた撮影画像に基づいて調整
する。
【００１２】
　モード変更、光源変更のための操作といった光源切替に関連した入力操作がオペレータ
によって行われると、切り替えられた光源に画質を適合させるように、画質調整処理を自
動的に行う。すなわち、機器間の接続／非接続を機械的、光学的、電気的に検知してパラ
メータ調整処理などを行うのではなく、オペレータ自身の行為で行われる入力操作をトリ
ガーとして、使用する光源に合わせた画質調整処理を行う。内視鏡システムには、プロセ
ッサと複数の光源装置との間で相互通信可能に接続される外部コンピュータを備えること
も可能であり、ビデオスコープ、プロセッサ、複数の光源装置、および外部コンピュータ
のいずれかにおいて、光源切替に関する操作を行うようにすればよい。
【００１３】
　光源部は、複数の光源の中で光コネクタ部に放射する光源を選択して切り替えるように
構成することが可能である。この場合、オペレータが所定の光源を選んだ時に残りの光源
についても合わせて画質調整処理を行うのが望ましい。例えば、プロセッサおよびビデオ
スコープの少なくとも一方は、複数の光源を順に切り替えながら、各光源に対して画像調
整処理を行うことができる。複数の光源に対する画質調整処理が完了すると、光源部は、
オペレータが選んだ光源、すなわち最初に画質調整処理した光源に切り替えればよい。
【００１４】
　一方、複数の独立した光源ユニットで光源部を構成する場合、オペレータの光源切替な
どの入力操作に合わせた画質調整処理を実行すればよい。例えば、プロセッサおよびビデ
オスコープの少なくとも一方が、オペレータ操作に応じて、所定の光源に対する画質調整
処理を実行する。
【００１５】
　オペレータに対し、画質調整処理実行の結果を知らせるのが望ましい。例えば、内視鏡
システムにおいて、画質調整処理が完了すると完了を報知する一方、画質調整が完了でき
なかった場合に未完了を報知する報知部を設けるようにすればよい。
【００１６】
　モード設定には、自動調光モード、手動調光モードの切り替えなどがあり、電子シャッ
タ機能などを変更する必要がある。したがって、プロセッサおよびビデオスコープの少な
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くとも一方が、調光モード変更などの光源切替に応じて、使用光源に適した機能設定を行
うようにするのが望ましい。一方、光源部においても、モード変更に応じて絞りを所定開
度に定めるなどの調整が必要な場合も生じることから、光源部は、調光モード変更などに
従った光源切替に応じて、画質調整処理に関連した照明光量調整を実行するようにすれば
よい。
【００１７】
　本発明の他の態様における内視鏡システムは、複数の光源をビデオスコープの光コネク
タ部と接続可能な内視鏡システムであって、ビデオスコープおよびビデオスコープの接続
されるプロセッサとが、複数の光源を備えた光源部との間で、光源切替に関連する情報を
相互通信可能であり、プロセッサおよびビデオスコープの少なくとも一方が、光源切替に
応じて、使用光源に適した機能設定を行う。例えば、調光モード切替などに応じて、電子
シャッタ機能、絞り制御を変更する。
【発明の効果】
【００１８】
　このように本発明によれば、意図しない画像処理、制御などが行われることなく、内視
鏡システムにおいて光源切替に応じた機器のセッティングを適切に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】第１の実施形態における電子内視鏡システムの構成図である。
【図２】第１の実施形態における電子内視鏡システムのブロック図である。
【図３】光源切り替えに伴うパラメータ設定処理を示したフローチャートである。
【図４】第２の実施形態における光源・機能切替処理を示したフローチャートである。
【図５】タッチパネルにおける設定画面を示した図である。
【図６】第３の実施形態における光源切替・画質処理のフローチャートである。
【図７】第４の実施形態における内視鏡システムの構成図である。
【図８】第４の実施形態における内視鏡システムのブロック図である。
【図９】第４の実施形態における光源切替に応じた画質調整おおよび機能・パラメータ切
替設定処理のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下では、図面を参照して本実施形態である電子内視鏡装置について説明する。
【００２１】
　図１は、第１の実施形態における電子内視鏡システムの構成図である。図２は、第１の
実施形態における電子内視鏡システムのブロック図である。
【００２２】
　電子内視鏡システムは、体内に挿入されるビデオスコープ１０と、プロセッサ３０に着
脱自在に接続可能であって、光源部４０を一体的に組み込んだプロセッサ３０から構成さ
れる内視鏡装置１００を備え、また、光源装置９０、１１０を備える。光源装置９０、１
１０およびプロセッサ３０には、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）２１０が接続されてい
る。
【００２３】
　ビデオスコープ１０では、操作部１０Ｐからプロセッサ３０側へ延びるケーブル１０Ｃ
が途中で電気コネクタ部１０Ｓと光コネクタ部１０Ｌに分岐されており、電気コネクタ部
１０Ｓがプロセッサ３０に接続される一方、光コネクタ部１０Ｌは光源装置８０、あるい
いは光源装置９０に接続される。図２では、光コネクタ部１０Ｌがプロセッサ３０内の光
源部４０に接続されている。
【００２４】
　光源部４０は、キセノンランプ８２を備え、電源８１から電源供給されることによって
点灯する。キセノンランプ８２から放射された光は、集光レンズ８３を介してビデオスコ
ープ１０内に設けられたライトガイド１１の入射端１１Ａに入射する。ライトガイド１１
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を通って射出端１１Ｂから射出した光は、配光レンズ１３を介してスコープ先端部１０Ｔ
から被写体（観察対象）に向けて照射される。キセノンランプ８２とライトガイド１１と
の間には絞り８４が設けられている。
【００２５】
　被写体に反射した照明光は、スコープ先端部１０Ｔに設けられた対物レンズ１４によっ
て結像し、被写体像がイメージセンサ１２の受光面に形成される。ＣＭＯＳセンサ、ＣＣ
Ｄなどによって構成されるイメージセンサ１２は駆動回路１７によって駆動され、１フィ
ールドあるいは１フレーム分の画素信号がイメージセンサ１２から所定の時間間隔（例え
ば１／６０秒あるいは１／３０秒間隔）で読み出される。イメージセンサ１２の受光面上
には、Ｃｙ、Ｙｅ、Ｇ、ＭｇあるいはＲ、Ｇ、Ｂなどのカラーフィルタをマトリクス配列
させたカラーフィルタアレイ（図示せず）が配設されている。
【００２６】
　イメージセンサ１２から読み出された画素信号は、アンプＡＰを経由してアナログ信号
処理回路１５に入力すると、所定の信号処理が施される。プロセッサ３０の前段信号処理
回路３２では、画素信号に対し、ホワイトバランス処理、ガンマ補正処理などの画像信号
処理が施される。これにより、Ｒ、Ｇ、Ｂの画像信号が生成される。
【００２７】
　Ｒ，Ｇ，Ｂ画像信号は、画像メモリ３３に一時的に保存された後、後段信号処理回路３
４へ送られる。後段信号処理回路３４では、輪郭強調処理、スーパーインポーズ処理など
が画像信号に対して施される。画像信号が映像信号としてモニタ６０に出力されることに
より、観察画像がモニタ６０に表示される。
【００２８】
　ＣＰＵ、ＲＯＭなどを含むコントローラ３５は、タイミングジェネレータ３６、後段信
号処理回路３４などへ制御信号を出力し、プロセッサ３０が電源ＯＮ状態の間、プロセッ
サ３０の動作を制御する。動作制御プログラムは、あらかじめＲＯＭなどのメモリ３７に
記憶されている。
【００２９】
　ビデオスコープ１０がプロセッサ３０に接続されると、コントローラ３５はビデオスコ
ープ１０の動作を制御するスコープコントローラ１６と相互通信し、不揮発性のメモリ１
９に格納されたスコープ特性（解像度、スコープ種類など）に関するデータをＲＡＭなど
に保存する。
【００３０】
　プロセッサ３０のタイミングジェネレータ３６は、前段信号処理回路３２などプロセッ
サ３０の各回路へクロックパルス信号を出力し、各回路の入出力タイミングを制御、調整
する。一方、ビデオスコープ１０のタイミングジェネレータ１８は、駆動回路１７などビ
デオスコープ１０内の各回路へクロックパルス信号を出力する。
【００３１】
　光源部４０のコントローラ８５は、プロセッサ３０において得られた画像信号に基づい
て被写体像の明るさを表す輝度値を算出し、自動調光処理を実行する。ここでは、電子シ
ャッタ機能によって被写体像の明るさを増減させる。一方、絞り８４を用いて自動調光す
ることも可能であり、また、オペレータがタッチパネル３９に設けられた明るさ制御ダイ
ヤルを操作することで、絞り８４の開度を所定値に調整することが可能である。コントロ
ーラ８５は、モータドライバ８６を通じて、絞り８４を駆動するモータ８７を制御する。
【００３２】
　プロセッサ３０のタッチパネル３９はタッチパネルで構成された画面表示部分を備えて
おり、複数のボタン（マーク）が表示されている。複数のボタンには、自動調光処理時に
基準となる明るさレベルを調整する明るさ調整ボタン、ホワイトボタン調整を実行するた
めのホワイトバランスボタン、オペレータの好みの色合いとなるようにカラーバランスを
調整するためのカラーバランスボタンが設けられており、オペレータが必要に応じて操作
する。また、光源切替に合わせてパラメータ設定処理を実行するボタン（ここでは、光源
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切替ボタンという）も表示されている。
【００３３】
　また、タッチパネル３９には、調光モード、測光モードなどの処理機能を設定するため
のボタンが表示されている。調光モードとして、ここでは自動調光モード、手動調光モー
ドを設定可能である。自動調光モードでは、電子シャッタ機能を実行させて光量調整を行
う一方、手動調光モードでは、絞り８４の開度をオペレータの操作によって調整する。一
方、測光モードでは、被写体像の明るさを検出する手法が選択的に設定される。
【００３４】
　プロセッサ３０と接続される光源装置９０、１１０には、プロセッサ３０内に設置され
たキセノンランプ８２とは異なる種類の光源が設けられており、ここでは、ストロボ（エ
レクトロニックフラッシュ）９２、ＬＥＤ１１２が光源装置９０、１１０にそれぞれ設置
されている。光源装置９０のコントローラ９５、光源装置１１０のコントローラ１１５は
、Ｉ／Ｆ回路９９、１１９を介してプロセッサ３０から光源切り替えに関するコマンドを
受信すると、ストロボ９２、ＬＥＤ１１２の点灯／消灯を制御する。
【００３５】
　プロセッサ３０の光源部４０と同様、光源装置９０は、電源９１、集光レンズ９３、絞
り９４、モータドライバ９６、モータ９７、メモリ９８を備え、光源装置１１０は、電源
１１１、集光レンズ１１３、絞り１１４、モータドライバ１１６、モータ１１７、メモリ
１１８を備えている。
【００３６】
　オペレータが光コネクタ部１０Ｌを光源部４０、光源装置９０、光源装置１１０のいず
れかの接続口に差し込み、タッチパネル３９に表示された光源切替ボタンを操作すること
によって、光源切り替えに応じたビデオスコープ１０、プロセッサ３０のパラメータ設定
処理が実行される。
【００３７】
　図３は、光源切り替えに伴うパラメータ設定処理を示した図である。
【００３８】
　オペレータによる光源切替ボタンに対する操作があると、プロセッサ３０からビデオス
コープ１０、光源装置９０、１１０へ光源切り替えコマンドが送信される（Ｓ１０１、Ｓ
１０２）。タッチパネル３９では、キセノンランプ８２、ストロボ９２、ＬＥＤ１１２に
対応するそれぞれのボタンが表示されており、オペレータがいずれかのボタンを押すと、
その光源情報に基づいて、ビデオスコープ１０、プロセッサ３０のパラメータがその光源
に応じたパラメータ値に設定される（Ｓ１０２）。なお、光源切替ボタンは光源装置９０
、１１０とプロセッサ３０との接続時に送信される光源情報に基づいて表示される。
【００３９】
　プロセッサ３０のメモリ３７、ビデオスコープ１０のメモリ１９には、キセノンランプ
８２、ストロボ９２、ＬＥＤ１１２に適応した動作処理に関するパラメータ値が格納され
ており、受信した光源切り替え情報に基づいて使用光源のパラメータ値がビデオスコープ
１０、プロセッサ３０において設定される。なお、光源部４０のメモリ８８、光源装置９
０、１１０のメモリ９８、１１８に、ビデオスコープ１０、プロセッサ３０の動作処理に
関するパラメータ値を格納し、プロセッサ３０との接続時、あるいは光源切り替え操作時
にパラメータ値をプロセッサ３０に送信し、ビデオスコープ１０、プロセッサ３０のパラ
メータ値を設定してもよい。
【００４０】
　ビデオスコープ１０、プロセッサ３０においてパラメータ値が設定されると、プロセッ
サ３０はモニタ６０に光源切り替えで新たに使用する光源情報を表示する（Ｓ１０３、Ｓ
０４）。一方、パラメータ値があらかじめ記憶されていないなど、光源切替に対しビデオ
スコープ１０、プロセッサ３０が対処できなかった場合、異常であったことをモニタ６０
に表示し、光源切り替え前の光源に設定する（Ｓ１０３、Ｓ１０５、Ｓ１０６）。
【００４１】
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　次に、図４、５を用いて第２の実施形態について説明する。第２の実施形態では、光源
切替と機能切替とを一括で行う。
【００４２】
　図４は、第２の実施形態における光源・機能切替処理を示したフローチャートである。
図５は、タッチパネルにおける設定画面を例示した図である。
【００４３】
　上述したように、調光モード（Ｌｉｇｈｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）においては、自動調光モ
ードと手動調光モードが選択可能であり、自動調光モードのときには通常光（白色光）を
前提とした調光処理のため、プロセッサ３０内に組み込まれたキセノンランプ８２を使用
する。一方、手動調光モードでは、ここでは特殊観察を行うストロボ９２が使用される。
図５に示すタッチパネル３９に対してオペレータが調光モードを切り替えることにより、
光源切替と機能切替が同時に一括で行われることになる。
【００４４】
　オペレータによって機能切替操作が行われると、光源切替処理が実行される（Ｓ２０１
、Ｓ２０２）。ステップＳ２０２の実行は、第１の実施形態と同様のパラメータ設定処理
が実行されるとともに、使用光源に応じた機能設定が行われる。
【００４５】
　これによって、ビデオスコープ１０、プロセッサ３０は、使用光源に適応する機能で動
作するように設定される。例えば、オペレータによって光コネクタ部１０Ｌを光源装置９
０に差し込んで自動調光から手動調光の機能切替操作が行われると、キセノンランプ８２
からストロボ９２への光源切替情報に基づき、ビデオスコープ１０の電子シャッタ機能が
ＯＦＦ設定、すなわち露光期間が固定される。
【００４６】
　光源・機能切替処理が完了すると、その旨がモニタ６０に表示される（Ｓ２０３、Ｓ２
０４）。一方、ビデオスコープ１０、あるいはプロセッサ３０において機能切替などが完
了できなかった場合、エラー表示される（Ｓ２０３、Ｓ２０５）。なお、エラー表示の場
合、切替前の光源に応じた設定処理を行なうことも可能である。
【００４７】
　次に、図６を用いて、第３の実施形態である内視鏡システムについて説明する。第３の
実施形態では、光源切替と同時に画質調整処理を行う。
【００４８】
　図６は、第３の実施形態における光源切替・画質処理のフローチャートである。
【００４９】
　オペレータによって光源切替・画質調整操作がタッチパネル３９に表示される光源切替
・画質調整ボタンへの操作などによって行われると、第２の実施形態と同様に光源切替に
よるビデオスコープ１０、プロセッサ３０のパラメータおよび機能設定処理が実行される
（Ｓ３０１、Ｓ３０２）。そして、ホワイトバランス調整、カラーバランス調整、明るさ
調整処理が、新たに使用される光源を点灯した状態で行われる（Ｓ３０３）。ただし、オ
ペレータがホワイトバランス調整用の筒状器具内にスコープ先端部１０Ｔを挿入している
ものとしてこれら画質調整が行われる。
【００５０】
　ホワイトバランス調整処理では、Ｒ，Ｇ，Ｂのカラー画像信号の比が１：１：１となる
ようにゲイン値が調整される。また、カラーバランスがオペレータの好みに応じて設定さ
れていた場合、その色合いが光源切替後も維持されるように、ゲイン値が調整される。明
るさ調整レベルについても、光源切替前後で被写体像全体の明るさ傾向が変化しないよう
に調整される。例えば、キセノンランプ８２からストロボ９２に変更された場合、より絞
りを開けた状態で照明光を照射する。
【００５１】
　画質調整処理が完了すると、調整されたことを知らせる表示を行う（Ｓ３０４、Ｓ３０
５）。一方、画質調整が未完了の場合（例えば、ホワイトバランス調整用器具が使用され
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ていなかったなど）、調整処理ができなかった旨を表示し、調整前のゲイン値などが設定
される（Ｓ３０４、Ｓ３０６）。画質調整処理が完了した場合画質調整処理によって設定
されたパラメータ値を、ビデオスコープ１０のメモリ１９、光源装置９０、１１０のメモ
リ９８、１１８に記憶させてもよい。
【００５２】
　このように第３の実施形態によれば、ビデオスコープ１０と光源部４０を組み込んだプ
ロセッサ３０とを備えた内視鏡装置１００と、光源装置９０、１１０と、外部ＰＣとが互
いに通信可能に接続された内視鏡システムにおいて、光源切替および画質調整操作が行わ
れると、ビデオスコープ１０、プロセッサ３０は、使用光源に応じたパラメータ・機能設
定処理とともにその光源を点灯した状態でホワイトバランス調整処理などの画質調整処理
を実行する。
【００５３】
　現在接続されているビデオスコープ、プロセッサを組み合わせた状態で、画質関連のパ
ラメータ値を設定することにより、光源切替前後においてホワイトバランスが崩れること
がなく、また、オペレータ好みの色合い、明るさを維持することができる。また、セッテ
ィングが未完了の場合にはその旨をモニタ表示するため、オペレータが状況を把握するこ
とができる。なお、上記以外の画質関連のパラメータ値を光源点灯状態で設定してもよい
。また、モニタ表示については外部ＰＣに送信して管理側に報知するようにしてもよい。
【００５４】
　次に、図７～図９を用いて、第４の実施形態について説明する。第４の実施形態では、
複数の光源を自動切り替え可能であって、一括で光源切替に基づく画質調整、機能・パラ
メータ切替設定を行う。
【００５５】
　図７は、第４の実施形態における内視鏡システムの構成図である。図８は、第４の実施
形態における内視鏡システムのブロック図である。
【００５６】
　内視鏡システムは、ビデオスコープ１０およびプロセッサ３０を有する内視鏡装置１０
０と、光源装置１９０とを備え、内視鏡装置１００は、外部ＰＣ２１０と光源装置１９０
との間で相互通信可能に接続されている。光源装置１９０は、ここでは２つの光源を備え
た光源装置であり、ビデオスコープ１０の光コネクタ部１０Ｌを光源装置１９０に接続し
た状態で光源切替することができる。
【００５７】
　図８に示すように、光源装置１９０は、キセノンランプ１８２とストロボ１９２を備え
、光路上にハーフミラーなどの光学系１８５が設置されている。ハーフミラー１８５はド
ライバ１８７によって光路上と光路外との間で移動可能である。コントローラ１９５は、
オペレータによる光源切替ボタン１８８の操作、あるいはプロセッサ３０から送られてく
る光源切替コマンドに応じて、電源１９１、ドライバ１８７を制御し、キセノンランプ１
８２、ストロボ１９２の一方の光を装置外部へ放射させる。
【００５８】
　図９は、第４の実施形態における光源切替に応じた画質調整おおよび機能・パラメータ
切替設定処理のフローチャートである。
【００５９】
　電源がＯＮ状態になる、あるいはプロセッサ３０に光源装置１９０が接続されると、１
つの光源に対する画質調整および機能・パラメータ設定処理が、第３の実施形態（図６参
照）と同様に実行される（Ｓ４０１）。ここでは、キセノンランプ１８２に対する処理が
行われる。
【００６０】
　画質調整および機能・パラメータ設定処理が終了すると、切替可能な別光源が存在する
か否かが判断される（Ｓ４０２）。ここでは、光源装置１９０がプロセッサ３０と接続さ
れたときに光源情報が光源装置１９０からプロセッサ３０へ送信されており、その情報に
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基づいて別光源の有無が判断される。切り替え可能な別光源が存在しない場合、画質調整
完了のモニタ表示を行って終了する（Ｓ４０７）。
【００６１】
　一方、切り替え可能な別光源が存在すると判断されると、一括調整を実行するか否かが
判断される（Ｓ４０３）。ここでは、モニタ６０に一括調整の選択画面を表示し、オペレ
ータの入力操作に応じて決定する。一括調整実行の操作がなかった場合、完了のモニタ表
示を行ってこのまま終了する（Ｓ４０７）。なお、処理が完了できなかった場合、第３の
実施形態と同様に、その旨をモニタ表示する。
【００６２】
　一方、一括調整実行の操作があった場合、光源をストロボ１９２に切り替えて、画質調
整および機能・パラメータ設定処理が実行される（Ｓ４０４）。設定されたパラメータ値
は、各機器のメモリに記憶される。切り替え可能なすべての光源について処理が完了した
場合、調整完了のメッセージを表示する（Ｓ４０５、Ｓ４０６）。そして、最初に設定し
た光源を使用光源として設定し、画質調整に関するパラメータ値、各機器の動作、機能に
関するパラメータ値も、最初の光源に応じた値に設定される。なお、処理が完了できなか
った場合、その旨をモニタ表示する。
【００６３】
　このように第４の実施形態によれば、複数の光源を自動切り替え可能な光源装置１９０
をプロセッサ３０に接続される内視鏡システムにおいて、パラメータ・機能設定処理およ
び画質調整処理を、光源を純に切り替えながら一括で行う。これにより、内視鏡作業前に
おいてすべての光源について画質調整などを終了することが可能となり、内視鏡作業中に
光源を切り替えても画質調整などを行わずに作業を続けることができる。また、最初にパ
ラメータ値を設定した光源に戻すため、オペレータは一度操作するだけで済む。
【００６４】
　光源切替、機能切替、画質調整などを実行するための操作は、プロセッサ以外のビデオ
スコープ、外部ＰＣなどで行ってもよい。また、画質調整、機能設定処理については、上
記以外の内容について設定することも可能である。さらに、ビデオスコープ内において画
質調整処理機能をもつビデオスコープにも適用可能であり、ビデオスコープ、プロセッサ
の少なくとも一方が、光源切替に応じた処理を実行すればよい。
【符号の説明】
【００６５】
　１０　ビデオスコープ
　３０　プロセッサ
　４０　光源部
　９０　光源装置
　１００　内視鏡装置
　１１０　光源装置
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